
持続可能な清掃事業に向けた取組
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持続可能な清掃事業に向けて・・・

区は共生社会ビジョンを令和４年度に策定
今後、人口減少や財政規模の縮小などが見込まれる
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将来世代へ

“今”から”将来”に向けた取り組み

今を生きる世代へ

“現在”に向けた取り組み

清掃事業を通して、今も将来も

『安全・安心のまち』 ・ 『住みよいまち』へ



Contents

１ リチウム蓄電池等の集積所回収
•リチウム蓄電池とは
•発火事故の発生状況
•電池類の出し方
•『資源とごみの分け方・出し方』全戸配布
•火災を防ぐポイント・万が一の場合の対処

２ 粗大ごみ持込手数料の改定
•見直しの概要
•なぜ見直しが必要なのか︖
•今後のスケジュール
•製品プラスチック回収の活用

3



4
4

リチウム蓄電池等の
集積所回収ついて



リチウム蓄電池とは・・

軽量

大容量

繰り返し使える
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日常生活で使う様々な製品に使用
使用製品は年々増加



火災の増加

粗悪な製品の流通

誤った充電の仕方

電池の劣化
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リチウム蓄電池を原因とする住宅火災が急増
令和６年は過去最多115件
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清掃車やごみ処理施設での火災も発生
（事例１）
豊島区の可燃ごみの収集車から煙と焦げたようなにおい
が発生。収集を中止し、散水して消火した。
出火原因︓加熱式たばこ機器

（事例２）
埼玉県内のごみ焼却施設で火災が発生。
ごみクレーン等の設備に被害があり、約８か月間
ごみ焼却を停止した。
出火原因︓不明
施設の復旧・ごみ処理委託の総額︓約65億円
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粗大ごみ破砕処理施設の火災（令和５年11月）
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集積所回収（燃やさないごみ）の開始
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令和７年４月15日発出＜環境省通知＞
「家庭から排出されるすべてのリチウム蓄電池等の回収体制の構築」

分別方法
JBRCなどの製造事業者等による自主回収だけでなく、
自主回収を行っていないものの、膨張変形したリチウム蓄電
池等の排出方法を明示すること。

回収方法
他のごみ区分への混入を防ぐため、住民にとって利便性が高
い分別収集（ステーション・戸別）を基本として分別収集を
行うこと。

周知・広報
使用されている製品の品目を具体的に示す等して、リチウム
蓄電池等の不適切なごみ区分への混入を防ぐための周知を
行うこと。

使わなくなったリチウム蓄電池等を自宅に眠らせず、
適正に処理してもらうことで火災を防ぐ

令和８年４月からリチウム蓄電池等の集積所回収を開始



電池類の出し方
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電池類の出し方
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電池類の出し方
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燃やさないごみの日
朝８時まで



電池の種類について

13様々な電池がありますが、一緒に出せます



「資源とごみの分け方・出し方」の作成
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令和８年５月上旬に全戸配布

今までの冊子と比べて、内容を充実
 リチウム蓄電池の出し方
 製品プラスチックなどの拠点回収
 災害時のごみの出し方

【多言語対応】
やさしい日本語版
英語版
中国語版



火災を防ぐポイント

15出所：東京消防庁



万が一火災が発生したら

16出所：東京消防庁
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粗大ごみ持込手数料の改定



１ 粗大ごみ処理手数料見直しの概要

品目 収集 持込
50㎏相当 2,300円 1,300円
30㎏相当 1,300円 900円
20㎏相当 900円 400円
10㎏相当 400円 無料→200円
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代表的な品目例（令和７年度実績）
・ふとん
・いす（ソファ等除く）
・衣装箱
・敷物
・照明器具

・・・・など粗大ごみ全体で約65万点

63,765枚
36,241脚
25,661個
22,421枚
15,746個

令和８年１０月１日から、粗大ごみ処理手数料の一部を見直します



２ なぜ見直しが必要なのか
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収集依頼
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456円/10kg
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処分

ごみ処理経費（処理処分）

316円/10kg

令和６年度廃棄物処理原価（特別区）



３ 今後のスケジュール
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【８月頃】
区ホームページ、
広報などで周知

【10月１日】
手数料改定

９月30日までに申込 10月に持込

10月１日以降に申込

→無料

→200円/点

(例１)

(例２)



製品プラスチック16品目の
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１ 場 所

３ 回収品目

区役所本庁舎、各区民館、葛西清掃事務所

プラマークがついていないプラスチック
素材だけでできている指定16品目
（ざる、ボウル、バケツ、ハンガーなど）

２ 回収時間

各施設の開館時間

４ 料 金

無 料

50cmまでの製品は出せます



大型プラスチックボックスの
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１ 回収品目

最大辺が80㎝未満ですべてがプラス
チック製のボックス、ワイドストッカー

衣装ケース ワイドストッカー

⇒毎月１回、区内施設で回収

２ 料 金

無 料



令和７年度の大型プラスチックボックス回収の様子（鹿骨区民館）

23



令和７年度の大型プラスチックボックス回収の様子（鹿骨区民館）
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まとめ



１ リチウム蓄電池等の集積所回収

•リチウム蓄電池の発火事故が急増
•区では令和８年度から集積所回収を開始
•電池類をまとめて『電池』と書いて『燃やさないごみ』の日に出してください。

２ 粗大ごみ持込手数料の改定

•ごみを出される方に、適切な負担をお願いし、ごみを減量していくため、
•今年１０月から、ふとんなどの粗大ごみを持ち込む場合に１点200円を徴収。
•製品プラスチック回収事業では、30cmを超えるプラスチック製品も無料で回収し
ています。
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令和８年度
環境をよくする運動
鹿骨地区大会


